
「おはなしごっこたまぷら」

主催：上寺尾小学校コミュニティハウス

「近代文学講座～『夢十夜』編」

４１系統市営バス新横浜⇔鶴見駅西口 「宝蔵院前」下車徒歩8分

上寺尾小学校コミュニティハウス
045-585-3770（火・木定休）

横浜市鶴見区馬場3-21-21 
平 日 ：午前9時～午後9時
土・日・祝 ：午前9時～午後5時

01臨港バスJR鶴見駅西口⇔菊名駅東口

夏目漱石の『夢十夜』は現代においても
さまざまに読みつがれている作品です。
漱石の人となりや作品についてお話を伺います。

２/21（土）
１３：３０～１５：００

１３：１０開場
会場：上寺尾小学校コミュニティハウス

参加費：1,０00円 （おつりのないよう、お持ちください）

申込：１/１１（日）１３時～窓口もしくは
持ち物：筆記用具・飲み物

公開講座

夏目漱石と『夢十夜』について
講師：山本 貴光氏

1971年生まれ。東京科学大学教授、金沢工業大学客員教授。
文筆家・ゲーム作家。コーエーでのゲーム制作を経て文筆や
教育に携わる。著書に『記憶のデザイン』（筑摩書房）、
『マルジナリアでつかまえて』『投壜通信』（本の雑誌社）、
『文学問題(F+f)+』（幻戯書房）、『「百学連環」を読む』（三省堂）
、『文体の科学』（新潮社）、『世界が変わるプログラム入門』
（ちくまプリマー新書）、『脳がわかれば心がわかるか』（吉川浩満との共著、
太田出版など。

夏目漱石については、『文学問題(F+f)+』（幻戯書房）で
当時先端の知見をもとに、人の認識や文学の変化を考えよう
とした漱石の思考の足跡を独自に調べ上げ、詳細に解説している。
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